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（
部
落
問
題
研
究
所

ω年
侃
月
刊
）

【書
評
】広

川

禎
秀
編

『近
代
大
阪
の
地
域
と
社
会
変
動
」

は
じ
め
に

本
書
は
、
編
者
の
広
川
禎
秀
氏
を
中
心
と
す
る
大
阪
都
市
諸
階
層
研
究
会
（
以
下
、

諸
階
層
研
究
会
）
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
り
、

一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た

『近
代

大
阪
の
行
政
・社
会
・
経
済
」
（
以
下
、
前
論
集
）
に
続
く
二
冊
目
の
論
集
で
あ
る
。
執

筆
各
氏
は
こ
の
問
、
近
代
大
阪
・近
世
大
坂
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
都
市
史
・地

域
史
研
究
、
社
会
運
動
史
研
究
な
ど
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
本
容
は
そ
う

し
た
研
究
蓄
積
の
上
に
成
り
立
つ
近
代
大
阪
研
究
の
最
新
の
成
果
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
と
執
筆
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
丸
番
号
は
、
評
者
が
便
宜
上
付
し

た
も
の
）
。

①
近
代
都
市
史
研
究
の
方
法
と
課
題
（
広
川
禎
秀
）

②
近
代
大
阪
へ
の
展
開
を
み
る

一
視
点

（塚
田
孝
）

③
明
治
前
期
大
阪
に
お
け
る
青
物
の
流
通
と
商
人

（
八
木
滋
）

④
明
治
前
期
の
「
町
村
」

｜
西
成
郡
難
波
村
の
土
地
所
有
構
造
l
（佐
賀
朝
）

⑤
工
業
化
初
期
に
お
け
る
大
都
市
周
辺
の
地
域
社
会
と
近
代
都
市
地
主

（島
田

克
彦
）

⑤
大
阪
市
営
水
道
の
拡
張
と
接
続
町
村
｜
西
成
郡
鷺
洲
村
・
町
の
地
域
開
発
と

藤

井

正

太

水
道
問
題
を
手
が
か
り
に
｜
（
加
来
良
行
）

⑦
米
騒
動
後
の
都
市
地
域
支
配
と
方
面
委
員
の
活
動

（飯
田
直
樹
）

③
戦
間
期
に
お
け
る
未
解
放
部
落
の
社
会
構
造
と
地
域
支
配
構
造
l
一
九
二
O

ー
三
0
年
代
の
南
王
子
村
｜
（
西
尾
泰
広
）

⑨
外
島
保
養
院
の
移
転
と
患
者
自
治

（松
岡
弘
之
）

⑮
戦
後
泉
北
に
お
け
る
教
員
組
合
運
動
と
地
域
社
会
（
森
下
徹
）
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一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
各
論
稿
が
扱
う
テ
l
マ
・
時
期
・

フ
ィ
ー
ル
ド
は

多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
で
提
示
さ
れ
る
論
点
も
、
具
体
的
な
歴
史
的
事

実
か
ら
方
法
論
に
至
る
ま
で
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を
詳
細
に
整
理
す
る

こ
と
は
、
評
者
の
能
力
か
ら
も
紙
幅
の
関
係
か
ら
も
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
各
論
稿
の
論
旨
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
上
で
、
直
接
的
に
は
評
者
の
関
心
と

も
重
な
る
都
市
お
よ
び
そ
の
近
接
地
域
を
扱
う
論
稿
に
閲
し
て
、
近
代
都
市
史
の

立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
試
み
る
こ
と
で
書
評
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

本
書
の
内
容
紹
介

①
広
川
論
文
で
は
、

主
に
近
世
・
近
代
の
地
域
史
研
究
に
お
け
る
現
在
の
到
達



点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
近
代
都
市
史
・
地
域
史
研
究
の
方
法
と
課
題
、
お
よ
び
本
書

の
ね
ら
い
が
示
さ
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

ま
ず
は
そ
の
他
の
論
稿
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

②
塚
田
論
文
は
、
近
世

i
近
代
大
坂

・
大
阪
へ

の
展
開
を
、

「法
と
社
会
」
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
塚
田
氏
が
近
世
都
市
社
会
史
の
分
析
概
念
と
し
て
提
起

・
実
践

し
て
き
た
視
角
か
ら
見
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
明
治

一
四
年
に
大
宝
寺
町
東
之
丁
で
作
成
さ
れ
た
「
町
中
申
合
規
則
書
」

の
内
容
を
紹
介
す
る
中
で
、
明
治
初
頭
の
町
域
再
編
以
後
も
、
家
持
を
構
成
員
と

す
る
町
が
持
続
し
、
独
自
の
町
法
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
な
か

で
も
、

「規
則
容
」
の
中
核
に
、
近
世
以
来
見
ら
れ
た
土
地
売
買
の
際
の
町
の
同

意
が
あ
る
点
に
、
政
治
社
会
レ
ベ
ル
で
近
代
的
所
有
権
が
確
立
す
る

一
方
、
町
が

そ
れ
に
優
先
す
る
独
自
の
規
定
を
有
す
る
と
い
う、

近
世
と
の
連
続
性
と
異
質
性

を
合
わ
せ
持
つ
こ
の
時
期
の
町
、
さ
ら
に
は
都
市
の
過
渡
期
的
特
質
が
見
出
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
阪
を
含
む
都
市
構
造
の
比
較
類
型
論
の
必
要
性
に
も
言
及

さ
れ
て
い
る
。

③
八
木
論
文
は
、
明
治
前
期
大
阪
に
お
け
る
天
満
市
場
を
中
心
と
す
る
青
物
流

通
の
展
開
と
周
辺
に
広
が
る
商
人
の
多
様
な
存
在
形
態
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
前
提
と
し
て
、
構
成
員
の
増
加
と
そ
れ
ら
の
仲
間
へ
の
包
摂
の

一
方
、
周
辺

農
村
へ
の
問
屋
の
規
制
力
の
弱
体
化
と
い
う
幕
末
期
の
天
満
青
物
市
場
の
状
況
が

確
認
さ
れ
る
。
明
治
以
降
、
株
仲
間
か
ら
開
業
組
合
へ
の
展
開
の
中
で
規
約
が
繰

り
返
し
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
規
約
類
の
分
析
か
ら
、
当
初
の
問
屋
・

仲
買
・
小

売
の
業
態
の
区
別
、
兼
業
の
禁
止
が
図
ら
れ
る
段
階
か
ら
、
徐
々
に
従
来
の
問
屋
が

衰
退
す
る
形
で
仲
買
と
の

一
本
化
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
、

一
方
で
、
諸
レ
ベ
ル

で
の
直
売
買
の
禁
止
と
そ
う
し
た
存
在
の
組
合
へ

の
包
摂
が
一
貫
し
て
規
約
の
主

眼
に
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
実
態
と
し
て
は、

天
満
市
場
を
介
さ
な
い
商
人
が
市

中
・周
縁
部
に
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

多
様
な
青
物
商
人
の
存
在
形
態
と
し
て
、
天
満
市
場
周
辺
に
問
屋

・
仲
買
や
小
売

商
人
が
蓄
積
す
る

一
方
、
取
り
扱
い
品
目
等
の
面
で
天
満
と
の
機
能
分
化
を
見
せ

つ
つ
、
都
市
周
縁
部
に
商
人
が
分
厚
く
展
開
す
る
様
相
、
ま
た
難
波
村
の
事
例
か

ら
、
問
屋
は
地
主
層
、
小
売
は
借
家
層
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

＠
佐
賀
論
文
は
、
旧
大
坂
三
郷
に
南
接
す
る

「町
村
」

難
波
村
の
明
治
前
期

の
社
会
構
造
の

一
端
に
つ
い
て
、
主
に
空
間
構
成
や
土
地
所
有
構
造
の
面
か
ら
検

討
し
て
い
る
。

ま
ず
、
幕
末
j
近
代
の
地
図
類
の
検
討
か
ら
、

難
波
村
の
空
間
を
「
本
村
」
ー－，

Jll 

東

「西
畑
地
」
に
区
分
し
得
る
こ
と
、
ま
た
村
内
部
に
形
成
さ
れ
た
町
の
空
間

的
特
徴
か
ら
、
難
波
村
が
本
村
部
分
か
ら
な
し
崩
し
的
に
市
街
地
化
し
て
い
っ
た

状
況
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
町
が
、
明
治

一
O
年
前
後
ま
で
徴
税

の
単
位
と
な
り
、
そ
の
後
も

一
定
期
間
共
同
体
と
し
て
の
実
態
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
岡
村
の
土
地
所
有
構
造
が
、
地
主
類
型
、
所
有
の
継

続
、
地
区
別
特
徴
の
観
点
か
ら
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
小
字
レ
ベ
ル
の
差

異
も
含
め
、
地
主
の
階
層
や
各
地
区
の
形
成

・
市
街
地
化
の
過
程
と
の
関
係
を
め

ぐ
る
論
点
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
た
、

戸
長
成
舞
長
左
衛
門
と

「川
東
」
地
域
と
の

関
係
か
ら
、
急
速
な
都
市
化
に
伴
う
当
該
期
の
下
層
社
会
に
お
け
る
矛
盾
の
高
ま

り
と
近
世
以
来
の
町
の
解
体
過
程
の

一
端
が
見
出
さ
れ
る
。

円

i
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評書

⑤
島
田
論
文
は
、
工
業
化
初
期
に
お
け
る
下
福
島
村
、
西
野
田
地
域
の
社
会
構

造
と
そ
の
変
容
を
、
土
地

・
家
屋
の
所
有
・
経
営
、
お
よ
び
地
域
開
発
の
主
体
と

し
て
の
都
市
地
主
の
動
向
を
軸
に
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
、
下
福
島
村
に
つ
い
て
、
近
世
以
来
の
町
続
在
領
と
し
て
の
地
域
社
会
の

様
相
が
、
明
治
二
0
年
代
以
降
の
相
次
ぐ
工
場
立
地
に
よ
り
、
土
地
利
用
、
住
民

構
成
の
面
で
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
、
ま
た
、
戸
数
割
負
担
や
貸
家
経
営
の
局
面

に
お
い
て
、
こ
の
間
に
増
大
す
る
裏
家
層
へ
の
依
存
が
高
ま
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
次
に
、
明
治
＝
一0
年
代
1
大
正
期
の
西
野
田
地
域
に
お
け
る
土
地
所
有
と
利

用
の
変
遷
が
、
工
場
立
地
、
鉄
道
敷
設
計
画
な
ど
を
契
機
と
す
る
同
地
域
の
開
発

諸
段
階
と
の
対
応
関
係
の
中
で
示
さ
れ
る
。
以
上
を
受
け
、
改
め
て
地
域
開
発
の

主
体
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
当
該
期
の
宅
地
開
発
が
近
世
以
来
の
土
地
・
家
屋
所

有
者
の
利
益
追
求
と
彼
ら
の
産
業
資
本
へ
の
投
資
を
基
盤
に
進
展
す
る

一
方
、
大

工
場
の
定
着
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
容
に
伴
っ
て
、
住
宅
難
や
公
害
と
い
っ
た
新

た
な
矛
盾
や
そ
れ
ら
の
解
決
を
め
ぐ
る
利
害
対
立
が
族
生
す
る
こ
と
、
ま
た
開
発

を
経
た
第
一
次
大
戦
期
に
は
、
地
域
秩
序
の
担
い
手
が
旧
来
の
地
主
層
か
ら
新
た

な
商
工
業
者
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

⑤
加
来
論
文
は
、
大
阪
市
の
北
西
に
位
置
す
る
鷺
洲
村

・
町
を
対
象
に
、
大
阪

市
営
水
道
事
業
の
拡
張
と
地
域
開
発
・
工
業
化
へ
の
地
域
支
配
層
の
主
体
的
対
応

の
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
地
域
支
配
構
造
の
変
容
と
大
都
市
行
政
へ
の
統
合
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
ず
、
大
阪
市
営
水
道
事
業
の
展
開
過
程
が
一
不
さ
れ
、
そ
の
拡
張
に
よ
る
接
続

町
村
へ
の
給
水
が
、
こ
れ
ら
地
域
の
大
都
市
へ
の
統
合
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
日
清
・
日
露
戦
時
期
の
鉄
道
・
運
河

・
道
路
網
整
備
と
、

続
く
第

一
次
大
戦
期
1
戦
間
期
に
か
け
て
の
工
業
化
と
い
う
鷺
洲
村

・
町
の
地
域

開
発
の
過
程
、
お
よ
び
地
域
構
造
の
変
容
が
検
討
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
労
働
者
や

都
市
雑
業
的
営
業
者
の
増
加
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
開
発
・
市
街
地
化
が
当
該

地
域
の
地
主
の
利
益
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
一
不
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域

支
配
層
の
存
在
形
態
と
し
て
、
地
主
層
は
、
村
政
の
担
い
手
で
あ
る
有
力
地
主
層

と
「
零
細
」
地
主
層
の
複
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
前
者
が
農
地
地

主
か
ら
金
融
業
者

・
宅
地
地
主
へ
と
転
身
し
つ
つ
地
域
の
開
発
を
主
導
し
、
後
者

も
そ
れ
を
末
端
で
支
え
る
と
い
う
構
造
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
最
後

に
、
こ
う
し
た
支
配
構
造
の
下
で
町
営
水
道
事
業
が
導
入
さ
れ
る
も
の
の
、
財
政

的
に
は
大
阪
市
営
水
道
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

一
九
二
O
年
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代
前
半
に
お
け
る
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
に
際
し
て
、
外
部
資
本
へ
の
依
存
と
そ
れ

ら
を
仲
介
・
調
整
す
る
新
た
な
地
域
支
配
層
が
登
場
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

⑦
飯
田
論
文
は
、
従
来
の
地
域
支
配
論
に
お
け
る
担
い
手
論
へ
の
偏
重
、
お
よ

ぴ
諸
個
人
に
即
し
た
分
析
の
欠
如
を
問
題
視
す
る
中
で
、
方
面
委
員
の

一
人
で
あ

る
田
中
半
治
郎
の
活
動
に
即
し
た
地
域
支
配
の
質
的
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
、
方
面
委
員
の
活
動
の
前
提
と
し
て
、
民
衆
騒
擾
期
に
お
け
る
警
察
の
役

割
へ
の
着
目
が
な
さ
れ
、
警
察
社
会
事
業
が
そ
の
後
の
市
社
会
事
業
や
方
面
活
動

へ
の
展
開
過
程
に
位
置
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
続
い
て
、
田
中
の
方
面
活
動

の
特
徴
が
、
彼
が
残
し
た
手
帳
を
も
と
に
検
討
さ
れ
、
間
貸
し
｜
間
借
り
関
係
や

家
賃
賃
上
げ
問
題
な
ど
当
時
の
都
市
下
層
社
会
の
構
造
の
一
端
が
う
か
が
え
る
こ

と
、
ま
た
事
業
の
担
い
手
の
中
核
が
警
察
か
ら
方
面
委
員
へ
と
交
代
す
る

一
方、



依
然
と
し
て
警
察
が
主
要
な
窓
口
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
田
中
の
寧
歴
に
着
目
し
、
時
に
は
担
当
区
域
を
越
え
貧
困
入
営
家
族
の

救
護
を
熱
心
に
行
う
彼
の
活
動
の
特
徴
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
画
一

的
な
警
察
社
会
事
業
の
限
界
と
、

「
不
定
形

・
情
緒
的
・
個
別
的
」
対
応
を
基
調

と
す
る
方
面
活
動
へ
の
地
域
支
配
の
質
的
転
換
が
見
適
さ
れ
る
。

＠
西
尾
論
文
は
、
泉
州
地
域
の
未
解
放
部
落
南
王
子
村
の

一
九
二
0
1三
O
年

代
に
お
け
る
社
会
構
造
と
支
配
構
造
に
つ
い
て
、
村
政
を
め
ぐ
る
対
立
、
お
よ
び

村
域
拡
大
を
め
ぐ
る
問
題
を
軸
に
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
、

二
0
年
代
を
通
じ
て
の
老
年
派
と
青
年
派
と
の
村
民
生
活
全
般
に
わ
た

る
対
立
が
確
認
さ
れ
る
。
特
に
、
村
営
風
呂
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
村
財
政
の
基
盤
、

お
よ
び
村
と
し
て
の
強
固
な
紐
帯
で
あ
る
と
と
も
に
、
対
立
の
要
因
に
も
な
る
と

ぃ、っ、

一
九
世
紀
以
来
の
状
況
の
存
続
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
方
で
、
同
時
期
に
お

け
る
青
年
団
や
水
平
社
の
組
織
・
活
動
が
、
対
立
状
況
を
克
服
す
る
萌
芽
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
次
に
、

一
0
年
代
以
降
の
南
王
子
村
民
の
居
住
区
域
拡
大
と
、

隣
接
す
る
信
太
・
伯
太
両
村
内
に
お
け
る
事
実
上
の

〈南
王
子
地
域
〉
形
成
に
伴

う
境
界
変
更
問
題
に
着
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
当
該
地
域
住
民
の
日
常
生
活
上

近代大阪の地域と社会変動〔藤井〕

で
の
南
王
子
村
と
の
つ
な
が
り
と
行
政
区
域
と
の
ズ
レ
が
、
村
営
風
呂
や
小
学
校

費
負
担
な
ど
財
政
上
の
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
一

方
で
、
地
域
の
住
民
構
成
に
よ

っ
て
両
村
間
で
決
着
に
差
が
生
じ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
村
内
対
立
は

三
0
年
代
に
も
継
続
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
政
策
上
の
対
立
の
前
提
と
し
て
、
従

来
か
ら
の
両
派
の
主
導
権
争
い
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
対
立
が
公
権

力
に
よ
る
未
解
放
部
落
の
構
造
そ
の
も
の
の
温
存
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。

＠
松
岡
論
文
は
、

一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風
被
災
を
契
機
と
す
る
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
・
外
島
保
養
院
の
移
転
復
興
問
題
に
つ
い
て
、
患
者
自
治
な
ど
と
い
っ
た

当
療
養
所
の
固
有
性
を
軸
に
、
そ
れ
を
囲
む
地
域
社
会
や
隔
縦
政
策
と
の
関
係
に

も
着
目
し
つ
つ
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
、
移
転
復
興
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
、
周
辺
地
域
の
急
速
な
工
業
化

・
都

市
化
に
伴
っ
て
、
被
災
以
前
か
ら
移
転
拡
張
の
動
き
が
見
ら
れ
る
一
方
、
患
者
の

隔
離
強
化
政
策
を
背
景
と
す
る
移
転
候
補
地
域
か
ら
の
反
対
や
取
締
強
化
の
声
が

挙
が
っ
て
い
た
こ
と
、
被
災
後
の
移
転
候
補
地
策
定
に
際
し
で
も
同
様
の
激
し
い

反
対
運
動
が
起
こ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
復
興
を
め
ぐ
る
入
所
者
・

職
員
の
動
向
と
し
て
、
外
島
保
養
院
に
お
け
る
患
者
自
治
の
伝
統
が
患
者
の
委
託

先
に
影
響
を
与
え
る

一
方
、
摩
擦
も
生
じ
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
職
員
も
再
建
を
希

求
す
る
も
の
の
、
費
用
負
担
や
職
員
削
減
を
め
ぐ
っ
て
大
阪
府
と
の
対
立
が
生
じ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
長
島
事
件
の
勃
発
を
経
て
、
患
者
の
統
制
強

化
の
声
が
上
が
る
も
の
の
、
療
養
所
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
患
者
自
治
主
義
か
家

族
主
義
か
と
い
う
こ
項
対
立
か
ら
、
患
者
自
治
の
内
実
を
め
ぐ
る
議
論
へ
と
質
的

に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

⑩
森
下
論
文
は
、
社
会
運
動
史
研
究
と
地
域
支
配
構
造
史
研
究
と
の
統
合
を
意

図
し
つ
つ
、
占
領
期
1
一
九
五

0
年
代
前
半
の
泉
北
地
域
に
お
け
る
教
職
員
組
合

の
組
織
と
活
動
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
、
泉
北
郡
の
地
域
的
特
債
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
大
都
市
近
郊
農
村
と

し
て
の
性
格
を
持
つ
こ
と
、
市
政
・
町
政
の
基
盤
に
大
字
H
近
世
村
や
旧
行
政
村

-249-



評書

の
構
造
が
あ
る
こ
と
、
特
に
小
・
中
学
校
の
教
育
費
負
担
や
統
合
を
め
ぐ
る
動
き

か
ら
は
、
地
域
に
お
け
る
「
村
の
学
校
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
教
員
と
教
職
員
組
合
の
構
成
と
社
会
的
位
置
に
つ
い
て
、

当
時
の
教
員
が
厳
し
い
経
済
・
労
働
条
件
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
組
合
組
織
の

前
提
と
し
て
あ
る
こ
と
、
泉
北
教
組
が
大
阪
府
教
組
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
、

ま

た
当
初
は
、
地
域
支
配
層
出
身
で
も
あ
る
校
長
層
を
中
心
に
組
合
が
組
織
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
始
ま
る
新
た
な
教
育
実
践
は
、

校
長
層
主
導
で
あ
る
が
放
に
、
地
域
社
会
と
結
び
つ
き
な
が
ら
展
開
し
得
た
こ
と
、

し
か
し
五

0
年
代
に
入
り
教
育
の
反
動
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
校
長
主
導
に
よ
る

管
理
体
制
へ
の
妥
協
的
な
組
合
活
動
の
弊
害
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
青
年
教
師
を

中
心
に
新
た
な
民
主
主
義
的
教
育
の
担
い
手
が
登
場
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
そ

の
後
の
勤
評
闘
争
の
構
造
的
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

本
書
全
体
の
性
格
と
特
徴
｜
①
広
川
論
文
を
手
が
か
り
に
｜

本
書
を
通
読
し
て
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
各
論
稿
が
一
次
史
料
の
正
確
か
っ

精
綾
な
分
析
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
堅
実
な
実
証
分

析
は
、
諸
階
層
研
究
会
の
「
真
骨
頂
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
精
度
は
前
論
集
と
比
べ

て
も
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
前
論
集
か
ら
本
書

に
至
る
ま
で
の
方
法
論
的
な
深
ま
り
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
、
お
よ
び
本
舎
の
ね

ら
い
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
①
広
川
論
文
を
手
が
か
り
に
確
認
し
て
み
た
い
。

第

一
に、

①
で
は
吉
田
伸
之
氏
の
分
節
構
造
論
や
鈴
木
良

・
佐
々
木
隆
爾
両
氏

の
地
域
支
配
構
造
論
、
お
よ
び
そ
の
方
法
的
対
話
と
い

っ
た
近
世

・
近
現
代
地
域

史
研
究
の
到
達
点
へ
の
立
脚
が
図
ら
れ
る
。
特
に
、
特
定
の
地
域
社
会
の
構
造
分

析
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
広
川
氏
自
身
が
、
吉
田
氏
の
議
論
を
引
用
し
つ
つ
、

都
市
社
会
の
構
造
の
「
分
節
的
特
質

一
般
」
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「段
階
差」

と

「継
起
的
展
開
」、

お
よ
び
そ
の

「規
定
要
因
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
地
域
の
「
具
体
性
」
に
着
目
し
た

分
析
を
行
い
つ
つ
、
そ
れ
を
歴
史
の
全
体
像
を
構
成
す
る
方
法
と
し
て
位
置
づ
け

ょ
う
と
す
る
本
書
の
ね
ら
い
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
点
が
、
地
域

史
を
め
ぐ
る
前
論
集
以
来
の

「
狭
く
併
し
深
く
」
と
い
う
分
析
概
念
の
方
法
論
的

発
展
で
あ
る
と
と
も
に
、
各
論
稿
で
共
有
さ
れ
る
問
題
意
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
地
域
分
析
の
方
法
の
明
確
化
と
と
も
に
、
歴
史
の
全
体
像

把
握
の
視
角
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の
が
、
古
島
敏
雄
氏
の
産
業
革
命
論
で
あ
る
。

nu 
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①
で
は
、
古
島
氏
の
議
論
が
、
日
本
社
会
の
構
造
変
化
を
長
期
的
視
野
で
見
通
す

上
で
示
唆
に
宮
ん
で
い
る
点
、
ま
た
産
業
革
命
論
と
地
域
史
分
析
と
の
関
連
を
示

唆
し
て
い
る
点
に
着
目
さ
れ
る
。
先
の
点
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
産
業
革
命
に
伴

う
工
業
化

・
都
市
化
の
進
展
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
社
会
の
変
動
、
お
よ
び
諸
矛
盾

の
族
生
と
い
っ
た
諸
点
を
、
個
別
地
域
・
対
象
の
正
確
か
つ
精
綴
な
分
析
と
と
も

に
、
近
代
日
本
資
本
主
義
の
確
立
と
社
会
の
構
造
変
動
と
い
う
よ
り
大
き
な
枠
組

み
と
の
関
係
の
中
で
読
み
解
く
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

地
域
と

歴
史
の
全
体
像
と
の
統

一
的
把
握
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
方
法
的
視
座
は
、
本
書
の
具
体
的
分
析
の
中
で
も

一
部
実

践
さ
れ
て
い
る
が
（
特
に
⑤
川何回
論
文
、
⑥
加
来
論
文
）
、
広
川
氏
自
身
も
言
及
し
て

い
る
よ
う
に

さ
三
頁
註
鈎
）
、
現
段
階
で
は
今
後
へ
の
課
題
的
側
面
が
大
き
い
と



い
う
印
象
を
受
け
た
。
こ
の
点
は
、
合
わ
せ
て
言
及
さ
れ
る
関
一
の
都
市
政
策
論

と
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
。

第
三
に
、

一
方
で
、
都
市
を
直
接
の
対
象
と
し
な
い
、
あ
る
い
は
特
定
の
地
域

分
析
を
主
眼
と
は
し
な
い
＠
1
⑩
を
包
含
し
て
い
る
点
に
本
容
の
特
徴
が
あ
る
。

そ
れ
は
単
に
対
象
の
拡
大
と
い
う
意
味
以
上
に
、
社
会
問
題
や
社
会
運
動
史
と
の

接
合
と
い
う
地
域
史
の
方
法
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、

そ
れ
は

「都
市
史
の
共
同
研
究
」

（
二
六
頁
）
と
い
う
よ
り
も
、
編
者
・
執
筆
者
間

で
の
議
論
の
警
積
の
中
で
実
践
さ
れ
た
、

「
地
域
史
」
の
「
方
法
的
」
共
同
研
究

と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

各
論
稿
が
提
示
す
る
論
点
に
関
し
て

ー
近
代
大
阪
、
お
よ
び
近
接
地
域
の
特
質
と
展
開
に
即
し
て
｜

次
に
、
本
書
の
性
格
と
特
徴
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
評
者
の
関
心
と
も
重
な
る
大
阪

の
都
市
域
を
対
象
と
す
る
論
稿

（②
1
⑦
）
を
中
心
に
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

②

1
⑦
の
各
論
稿
で
は
、

②
を
除
き
す
べ
て
旧
市
街
地

（
大
坂
三
郷
）
の
近
接
地

域
、
特
に
難
波
地
域

（
③
＠
⑦
）

、
な
ら
び
に
福
島
・
野
田
・
鷺
洲
地
域

（⑤＠）

近代大阪の地域と社会変動〔藤井〕

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
流
通
や
地
域
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

切
り
口
を
異
に
し
つ
つ
も
、
論
文
聞
の
相
互
連
関
の
下
、
特
定
の
都
市
内
地
域
の

具
体
的
な
社
会
構
造
が
、
近
世
以
来
の
歴
史
的
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。

加
え
て
、
そ
う
し
た
個
別
の
都
市
内
地
域
の
精
級
な
分
析
に
は
、
近
代
大
阪
の

都
市
社
会
の
特
質
と
そ
の
展
開

・
変
容
の
具
体
相
が
内
在
的
に
一不
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
自
ず
と
日
本
近
代
都
市
の
特
質
と
展
開
を
考
え
る
素
材
を
も
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
で
は
、
ひ
と
ま
ず
大
阪
と
い
う
都
市
に
即
し

て
、
こ
れ
ら
の
論
稿
か
ら
読
み
取
れ
る
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

（1
）
近
世
都
市
か
ら
近
代
都
市
へ
の
展
開

・
移
行
と
「
過
漬
期
性
」

先
述
の
通
り
、
各
論
稿
と
も
近
世
以
来
の
歴
史
的
展
開
を
直
接
的

・
間
接
的
に

視
野
に
入
れ
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
②
③
④
を
対
象
に
、

明
治
初
頭
に
お
け
る
都
市
の
「
過
渡
期
性
」

（凶
一
頁
）
と
い
う
点
に
着
目
し
て
見

て
お
き
た
い
。

④
佐
賀
論
文
は
、
近
世
以
来
の
市
街
地
化
の
形
態
が
、
明
治
初
頭
の
社
会
H
空

間
構
造
の
基
盤
に
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
基
底
に
近
世
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た

「
町
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
後
者
は
、

②
塚
田
論
文
で
示
さ
れ

た
同
時
期
の
町
の
実
体
性
と
も
共
鳴
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
未
検
討
で

あ
っ
た
近
代
大
阪
の
町
の
実
像
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
、
研
究
史

的
に
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ま
た
、

③
八
木
論
文
は
、
近
世
後
期
以
来
の
青
物

流
通
に
お
け
る
天
満
の
問
屋

・
仲
買
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
、
そ
の
枠
内
に
収
ま
ら
な

い
周
辺
の
商
人
と
の
関
係
性
、
な
ら
び
に
前
者
に
よ
る
後
者
の
包
摂
化
の
動
き
と

そ
れ
を
許
さ
な
い
多
様
な
周
縁
的
存
在
の
形
態
が
、
形
を
変
え
つ
つ
明
治
初
頭
に

も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
方
で
、
近
代
法
制
度
、
あ
る
い
は
近
代
的
「
価
値
規
範
」
へ
の
対
応
と
い
う
側

面
も
垣
間
見
え
る
。
②
塚
田
論
文
は
、

町
内
の
土
地
売
買
を
め
ぐ
っ
て
、
法
的
に
は

国
家
に
よ
る

一
元
的
管
理
が
貫
徹
す
る
も
の
の
、
町
と
し
て
は
独
自
の
承
認
・
管
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理
体
制
を
規
約
に
盛
り
込
み
、
む
し
ろ
従
来
の
あ
り
方
を
実
質
的
に
維
持
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
代
的
な
土

地
制
度
に
対
す
る
町
の
積
極
的
対
応
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

③
八
木
論

文
が
、
明
治
前
期
の
仲
間
規
則
に
お
い
て
、
実
態
と
し
て
は
仲
間
内
外
の
直
売
買

の
規
制
と
構
成
員
の
生
業
安
定
化
が
主
眼
に
置
か
れ
る
も
の
の
、
規
約
制
定
の
目

的
と
し
て
は
、
公
衆
秩
序
維
持
や
衛
生
と
い
っ
た
観
点
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
に
、
近
世
以
来
の
あ
り
方
を
保
持
し
つ
つ
、
し
か
し
単
な
る
連

続
性
だ
け
で
は
な
い
都
市
社
会
の
実
態
と
、
明
治
維
新
と
い
う
「
政
治
社
会
レ
ペ

ル
」
に
お
け
る
変
動
へ
の
対
応
と
い
う
、
こ
の
時
期
の
都
市
社
会
の
二
面
的
内
実

H

「
過
渡
期
性
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
近
代
都
市
（
政
治
）
史
研

究
で
は
、
こ
う
し
た
近
世
都
市
か
ら
近
代
都
市
へ
の
移
行
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、

都
市
の
編
成
原
理
の
「
断
絶
」
を
前
提
と
し
て
立
論
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
替
の
よ
う
に
都
市
社
会
の
実
相
に
即
し
た
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
論
稿
で
は
、
明
治
一

o

j
二
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
近
世

的
町
制
機
構
の

「解
体
」
、
あ
る
い
は
同
業
組
合
内
部
の
構
造
や
流
通
機
構
の
変

容
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
本
格
的
に
始
動
す
る
大
阪
の
工
業

化

・
都
市
化
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
近
代
資
本
主
義
化
に
対
す
る
町
・
地
域
、
あ

る
い
は
社
会
集
団
の
対
応
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
吉
田
氏
の
議
論
と
、
そ
れ
を
受
け
た
①
で
の
指
摘
を
ふ
ま
え

れ
ば
、
先
に
挙
げ
た
論
稿
は
、
近
世
1
近
代
へ
の

「継
起
的
展
開
」
と
「
段
階
差
」

の
具
体
的
検
討
の

一
端
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
評
者
自
身
は
、
こ
う
し
た
識

論
に
も
示
唆
を
受
け
て
、
町
共
同
体
を
軸
と
す
る
京
都
の
都
市
社
会
構
造
分
析
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
居
付
家
持
を
中
核
と
す
る
近
世
以
来
の
枠
組
み
を
基

本
的
に
保
持
し
つ
つ
、
新
た
な
近
代
的
諸
制
度
、
行
政
的
位
置
づ
け
に
対
応
し
て

い
く
過
程
が
見
ら
れ
巧
。

一
方
で
、
②
塚
田
論
文
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
包
括
的
な
持
続
性
と

い
う
点
で
言
え
ば
、
京
都
と
大
阪
と
で
は
大
き
く
様
相
を
異
に
す
る
。
こ
う
し
た

差
異
の
背
景
を
考
え
た
場
合
、
都
市
の
政
治
的
・
経
済
的
地
位
と
い
っ
た
点
も
関

わ
っ
て
こ
よ
う
が
、
や
は
り
、
各
都
市
の
歴
史
的
な
展
開
、
お
よ
び
都
市
社
会
の

構
造
を
根
底
に
お
い
て

「規
定
」
す
る
「
要
因
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
評
者
自
身
も
現
段
階
で
明
確
な
見
解
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
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る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
そ
う
し

た
よ
り
深
層
レ
ベ
ル
に
お
け
る
検
討
・
比
較
の
先
に
、
単
な
る
「
近
代
都
市
」

般
で
は
概
括
で
き
な
い
、
よ
り
豊
か
な
近
代
都
市
社
会
像
が
構
築
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

（

2
）
地
域
開
発
の
具
体
相
と
近
代
地
域
社
会
構
造
の
形
成

次
に
、
工
業
化
・
都
市
化
に
伴
う
地
域
開
発
の
具
体
相
と
近
代
地
域
社
会
構
造

の
形
成
に
関
し
て
、

⑤
島
田
論
文
、

⑤
加
来
論
文
に
即
し
て
見
て
お
き
た
い
。

両
論
文
と
も
に
、
明
治
二
0
・
三
0
年
代
i
第

一
次
大
戦
期
に
か
け
て
の
社
会

資
本
整
備
と
工
場
立
地
に
伴
う
地
域
社
会
の
劇
的
な
構
造
変
化
の
過
程
を
論
じ
て

い
る
。
特
に
、
地
域
開
発
の
局
面
に
つ
い
て
、
単
な
る
表
面
的
な
経
過
の
指
摘
に



と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
開
発
の
主
体
で
あ
る
地
主
層
の
存
在
形
態
に
着
目
し
つ

っ
、
対
象
地
域
の
社
会
構
造
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
そ
の
変
動
を
具
体
的
に
析
出
し

て
い
る
点
が
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
地
主
層
の
利
害
関
係
に
沿

う
形
で
主
導
さ
れ
る
、
あ
る
意
味
無
秩
序
な
地
域
開
発
の
形
態
が
具
体
的
に
提
示

さ
れ
た
こ
と
は
、
米
騒
動
以
降
の
行
政
に
よ
る
統

一
的
な
都
市
計
画
の
前
段
階
と

し
て
改
め
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

ま
た
両
論
文
は
、
佐
賀
氏
に
よ
る
九
条
・
西
九
条
地
域
に
お
け
る
工
場
集
積
と

地
域
開
発
に
関
す
る
実
証
研
究
も
含
め
て
、

工
業
化
・
都
市
化
の
進
展
と
地
域
社
会

の
構
造
変
容
と
い
う
、
①
で
一
不
さ
れ
た
方
法
的
視
座
を

一
定
程
度
実
践
し
た
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

⑨
松
岡
論
文
が
扱
う
外
島
保
護
院
の
移

転
問
題
浮
上
の
背
景
に
も
、
臨
海
部
に
お
け
る
急
速
な
工
業
化
が
あ
っ
た
。
以
上

は
、
近
代
大
阪
の
都
市
の
展
開
、
お
よ
び
近
代
地
域
社
会
構
造
の
形
成
を
考
え
る
上

で
、
都
市
化
・
工
業
化
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。

一
方
で
、
大
資
本

（
⑤
に
お
け
る
住
友
伸
鋳
所
、

⑥
に
お
け
る
大
日
本
製
薬
や
日
本
ペ

イ
ン
ト
な
ど
）
の
存
在
が
当
該
期
の
地
域
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ

と
に
つ
い
て
、
大
資
本
の
側
の
動
向
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

近代大阪の地域と社会変動〔藤井〕

ょ
う
か
。
地
域
社
会
内
に
お
け
る
動
向
と
、
こ
う
し
た

「外
部
」
か
ら
地
域
に
参

入
し
て
く
る
存
在
の
論
理
と
を
関
連
づ
け
て
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

（3
）
都
市
地
域
支
配
の
特
質
と
近
代
都
市
史
研
究
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

そ
れ
で
は
、
近
代
の
都
市
地
域
社
会
の
下
で
は
、
ど
の
よ
う
な
支
配
の
構
造
が

見
ら
れ
た
の
か
。
例
え
ば
⑤
＠
で
は
、
開
発
を
主
導
す
る
近
世
以
来
の
地
主
層
か

ら
新
興
の
商
工
業
者
へ
、
と
い
う
地
域
支
配
の
担
い
手
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
も

一
定
の
了
解
が
得
ら
れ
て
き
た
。

一
方、

従
来
の
研
究
に
お
け
る
地
域
支
配
の
「
担
い
手
論
」

へ
の
偏
重
と
、
支

配
の
「
質
」
へ
の
視
野
の
希
薄
さ
を
指
摘
す
る
の
が
⑦
飯
田
論
文
で
あ
る
。
⑦
で

具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
諸
点
（
警
祭
社
会
事
業
や
田
中
半
治
郎
「
個
人
」
に
即
し
た
方
面

活
動
）
が
興
味
深
い
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
評
者
と
し
て
は
、
こ
こ
で
の
氏
の

指
摘
そ
の
も
の
が
、
近
代
都
市
史
研
究
の
方
法
を
め
ぐ
る
問
題
提
起
的
性
格
を
有

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
⑦
に
即
す
る
形
で
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の

私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、
飯
田
氏
の
主
張
の
根
底
に
は
、
社
会
（
地
域
社
会
）
レ
ベ
ル
で
の
諸
関

係
を
総
体
的
に
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
を
政
治
的
諸
勢
力
と
の
関
係
も
見
据
え
つ

つ
都
市
全
体
の
社
会
構
造
と
し
て
把
握
し
て
い
く
と
い
う
、
近
年
の
都
市
社
会
構

造
史
研
究
と
の
一
定
の
共
通
理
解
が
あ
る
。
諸
階
層
研
究
会
諸
氏
の
研
究
に
対
し

て
は
、
政
治
史
的
文
脈
の
欠
知
を
批
判
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
氏
の
指

摘
は
、
そ
う
し
た
「
都
市
政
治
史
か
都
市
社
会
構
造
史
か
」
と
い
う
こ
項
対
立
的

批
判
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

近
年
の
都
市
社
会
構
造
史
研
究
で
は
、
特
定
の
都
市
内
地
域
に
お
け
る
個
別
具

体
的
な
分
析
、
特
に
地
域
開
発
の
局
面
に
お
け
る
「
地
主
」
の
存
在
形
態
の
解
明

に
よ
っ
て
、
人
0
年
代
の
都
市
政
治
史
研
究
に
お
け
る
都
市
支
配
の
担
い
手
と
し

て
の
「
土
着
名
望
資
産
家
」
の
定
義
の
暖
味
さ
を
克
服
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
前
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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評書

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
積
み
残
さ
れ
た
謀
題
も
あ
ろ
う
。
第

一
に、

地
域
支
配
、
あ
る
い
は
開
発
の
担
い
手
と
し
て
定
義
さ
れ
る

「近
代
都
市
地
主
」

（⑤
島
田
稔
文
）
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
地
主
の
土
地
所
有
・
経
営
の

局
面
を
中
心
に
、
そ
の
地
域
の
社
会
構
造
と
も
関
連
さ
せ
つ
つ
具
体
的
に
検
討
さ

れ
る
反
面
、
地
域
支
配
の
局
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
「
地
主
」
と
い
う

「
階
層
」

一
般
に
収
飲
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
の
階
層
的
変
化
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
傾
向

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
、
飯
田
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
担
い

手
論
」
に
帰
着
し
て
し
ま
う
課
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
彼
ら
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
商
工
業
へ
の
投
資
に
も
積
極
的
に
関
わ

る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
土
地
所
有
・
経
営
主
体
と
し
て
の
「
地

主
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
し
て
の
多
面
的
性
格
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
点
は
「
近
代
都
市
地
主
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
得
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
場
合
、
飯
田
氏
の
指
摘
は
、
特
定
の
地
域
内
に
と
ど
ま

ら
な
い
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
活
動
と
そ
の
支
配
の
特
質
を
、
都
市
全
体
の
政
治
動
向

を
も
視
野
に
入
れ
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
点
に
眼
目
が
あ
り
、
そ
れ
は
従
来
の
研

究
が
積
み
残
す
課
題
を

一
定
程
度
的
確
に
突
く
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
お
r

と
こ
ろ
で
、
近
代
地
域
支
配
の
特
質
と
そ
の
構
造
を
考
え
る
場
合
、

①
で
も
言

及
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
実
証
的
方
法
論
と
し
て
重
要
な
の
が
、
鈴
木
良
氏
の

「地

域
支
配
構
造
論
」
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
こ
こ
で
整
理
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な

い
が
、
こ
こ
で
は
特
に
、
氏
が
地
域
支
配
の
構
造
を
諸
階
層
の
具
体
的
な
社
会
諸

関
係
の
中
か
ら
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
階
層

一
般
に
解
消
さ
せ
る
こ
と
な
く
読
み
解

く
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
が
極
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
指
摘
を
ふ
ま
え
た
場
合
、

⑦
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
田
中
半

治
郎
、
さ
ら
に
は
彼
を
含
む
方
面
委
員
と
、
彼
ら
が
直
接
的
に
向
き
合
う
「
下
層
」

社
会
の
具
体
的
関
係
性
で
あ
る
。
飯
田
氏
は
、
地
域
分
析
、
特
に
地
域
の
分
節
的

把
握
の
方
法
と
し
て
、

「社
会
的
権
力
の
よ
う
な
支
配
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
行
使
す

る
存
在
、
そ
れ
に
従
属
す
る
存
在
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
存
在
な
ど
と
い

っ
た

ρ
人
H

」
へ
の
着
目
を
説
い
て
お
回
、

⑦
は
そ
の
実
践
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
分
析
に
お
い
て
気
に
か
か
る
点
も
あ
る
。
⑦
で
は
田
中
の
「
箪

歴
」
と
い
う
側
面
か
ら
彼
の
方
面
活
動
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
が
直

接
的
に
向
き
合
う
、

つ
ま
り
は

一
定
の
「
支
配
」
が
実
践
さ
れ
る
場
と
し
て
の
難

波
地
域
、
特
に
「
下
層
」
社
会
そ
の
も
の
の
特
質
は
ほ
と
ん
ど
詳
ら
か
に
さ
れ
て
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い
な
い
。
確
か
に
、

「人
」
を
軸
に
地
域
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
階
層

一
般
に
は

収
殺
し
な
い
地
域
支
配
の
特
質
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
側
面
も
あ
ろ
う
が
、
地

域
社
会
諸
階
層
の
具
体
的
な
存
在
形
態
の
分
析
を
抜
き
に
し
た
地
域
支
配
論
は
、

田
中
個
人
の
方
面
活
動
の
特
質
が
当
該
地
域
の
支
配
構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位

置
付
く
か
を
却
っ
て
見
え
に
く
く
さ
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
こ
こ
か
ら
は
自
ず
と
、
飯
田
氏
が
重
視
す
る
米
騒
動
前
後
に
お
け
る
地
域

支
配
の

「質
的
転
換
」

（画
一
的
・
官
僚
的
・
強
制
的
な
轡
祭
か
ら
「
不
定
形
・
情
緒
的

個
別
的
」
な
方
面
委
員
へ
）
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
地
域
社
会
に
内

在
す
る
諸
関
係
・
諸
矛
盾
の
検
討
か
ら
吟
味
し
直
す
と
い
う
課
題
を
想
起
さ
せ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
も
、
繰
り
返
す
よ
う
に
、
地
域
の
社
会
構
造
分

析
が
必
要
不
可
欠
と
な
ろ
う
。



こ
こ
ま
で
や
や
踏
み
込
ん
で
述
べ
て
き
た
が
、
特
定
地
域
の
社
会
構
造
の
具
体

的
分
析
を
よ
り
徹
底
し
て
い
く
こ
と
と
、
そ
れ
を
含
め
て
よ
り
広
範
に
展
開
す
る

地
域
支
配
層
の
動
向
、
お
よ
び
下
層
社
会
と
の
具
体
的
関
係
性
を
視
野
に
入
れ
る

こ
と
は
、
都
市
史
研
究
の
方
法
と
し
て
両
立
し
得
る
、

む
し
ろ
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
飯
田
氏
の
指
摘
は
、
従
来
の
都
市
社
会
構

造
史
研
究
に
も
有
効
な
視
野
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
①
で
広
川
氏
が

指
摘
し
た
地
域
と
歴
史
の
全
体
像
と
の
統

一
的
把
握
と
い
う
今
後
の
課
題
と
も
共

鳴
し
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
一
人
で
一
挙
に
克
服
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

そ
こ
に
こ
そ
共
同
研
究
の
強
み
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
書
に
⑦
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
諸
階
層
研
究
会
内
に
お
い
て
、
近
代
都

市
史
研
究
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
活
発
な
議
論

（必
ず
し
も
統

一
的
な
見
解
に
落
殺
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
）
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
成
果
を
容
易
に
要
約
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

た
だ
し
、
各
論
稿
に
お
い
て
具
体
的
に
提
示
さ
れ
る
近
代
大
阪
の
都
市
社
会
の
実

近代大阪の地域と社会変動〔藤井〕

相
が
、
固
有
的
構
造
を
持
つ
都
市
内
地
域
の
複
合
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
評
者
が
拙
い
な
が
ら
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
本
舎
は
、
従
来
の
近
代
大
阪
の
都
市
像
を
豊
か
に
す
る
の
み
な
ら

ず
、
歴
史
的
事
実
か
ら
方
法
論
に
至
る
ま
で
、
近
代
都
市
史
研
究
の
研
究
史
上
重

要
な
意
義
を
持
つ
。
そ
の
一
方
で
、

「大
阪
の
近
代
的
な
地
域
形
成
を
さ
ら
に
総

体
的
に
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
」

二
四
頁
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

①
で
指
摘
さ
れ
た
今
後
の
研
究
課
題
を
受
け
て
、
緒
階
層
研
究
会
に
お
い
て
さ
ら

な
る
研
究
の
進
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
こ

一
O
数
年
の
近
代
都
市
史
研
究
に
お
い
て
、
諸
階
層
研
究
会
諸
氏
を
中
心

と
す
る
研
究
と
、
都
市
政
治
史
的
研
究
と
の
聞
に
没
交
渉
的
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と

は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
方
法
的
断
絶
を
超
え
る
近
代
都
市
史
研
究
の
新
た
な
ス

テ
l
ジ
に
向
け
て
の
議
論
が
、
執
筆
各
氏
問
、
な
ら
び
に
広
く
研
究
者
聞
に
お
い

て
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
評
者
自
身
も
そ
の
末
端
を
担
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
多
様
な
論
点
を
提
示
す
る
本
書
に
対
し
て
、
単
な
る
抽
象
的
な
感
想

・

批
判
の
列
挙
に
な
ら
な
い
よ
う、

あ
く
ま
で
各
論
稿
の
論
理
展
開
に
沿
い
つ
つ
、

本
密
会
体
か
ら
評
者
自
身
が
読
み
取
り
、
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
示

す
と
い
う
趣
旨
で
コ
メ
ン
ト
を
試
み
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
執
筆
各
氏
の
意

図
に
そ
ぐ
わ
な
い
誤
読
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
憧
れ
る
。
執
畿
各
氏
、
な
ら
び
に

読
者
の
ご
海
容
を
請
い
た
い
。
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も
っ
と
も
、
⑤
で
は
下
福
島
村
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江
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家
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つ
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て
、
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近
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ら
れ
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さ
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さ
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。
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収
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。

（8
）
鈴
木
良

『水
平
社
創
立
の
研
究
』

（9
）
前
掲
註
4
＝一
七
頁
。

評m 

-256一

（
部
落
問
題
研
究
所
、
二

O
O五
年
）。

（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）




